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研究成果の概要（和文）：各研究者が使用している感情語は、果たして同じ内容を意味しているのであろうか。
例えば、”happy”は、“幸福”それとも”喜び”、またはその他なのだろうか。また、”fear”は日本と欧米
で、あるいは他の国で同じ状況で用いられるのか。内外の研究者は果たして同じ場面に同じ感情語を当てている
のであろうか。
こうした問題意識の下、感情語はどのように使われているのかを調査し、感情語の一本化の道筋を探ることを目
的として行ったが、諸般の事情で、英語との対応をとるに至らなかった。

研究成果の概要（英文）：Does the emotional word used by each researcher really mean the same 
content? For example, is "happy" "happiness" or "joy", or others? In addition, is "fear" used in the
 same situation in Japan, the West, or in other countries? Will the researchers both domestically 
and internationally actually apply the same emotional words to the same situation?
 I investigated it how the emotional word was used under such critical mind and was intended that I 
investigated a route of the unification of the language of feelings, but, by circumstances of the 
diversity, did not come to take the correspondence with English.

研究分野： 感情心理学
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１． 研究開始当初の背景 
 「感情」は、人間の最も人間らしい部分で

あり、ギリシア時代から諸科学などに関心を

持たれてきたが、実証主義を掲げる自然科学

的な研究からは等閑視されてきた。この理由

は、例えばホラー映画を見たとき、①怖いと

言えば怖い、不快であると言えば不快である

というように感情は何よりも主観的な現象

であること、②同じホラー映画で、必ずしも

同じ反応を実験参加者にもたらさない可能

性があること、また③同じ実験参加者でさえ

も今の反応と、後日の反応が同じとは限らな

いという、再現性、客観性の問題を含んでお

り、実証科学としての要因になじまなかった

こと等があげられる。しかしながら、コンピ

ュータ技術の発展に伴い、動物型やヒト型ロ

ボットに感情を組み込みたいという要求、人

工知能（AI）の開発、解析手法の開発、その

他コンピュータの廉価化などを通じて、他分

野からの感情研究への関心が高まりはじめ

た。しかも、感情に関する研究は、proper で

ある心理学においてさえもあまり研究され

ずに残されてきた領域であり、諸科学がスポ

ットライトをあてるようになってきた。 

しかしながら心理学以外の他分野を含む

感情研究が盛んになるに伴い、感情の持つ曖

昧さ、多様性が、大きな問題となってきた。

かって 20 世紀の初めに William James が問

うた「感情とは何か」という問いは未だに回

答されていない。 

報告者は、こうした問題の原因の一つが、

感情語の曖昧さにあると考え、本研究を企画

した。研究者間で使用されている感情語の概

念は果たして共通なのだろうか。異なる場面

で同じ感情語が使われている可能性はない

のだろうか。申請者はこれまで四半世紀以上、

感情を主研究テーマとして研究してきたが、

感情研究を進めるにあたって最近とみに感

情語の概念の統一の必要性を痛感した。例え

ば、”happy”は“幸福”それとも”喜び”、

またはその他なのだろうか。ある感情状態を

多くの研究者はどのように名付けているの

か。皆一緒なのか。また、”fear”を使うと

きの状況は日本と欧米で同じなのであろう

か。こうした感情語概念の統一の必要性は、

最近欧米においても提唱されつつあり、

Izardが2010年に感情語の研究者間の共有性

について電子メールで調査を行い、感情語概

念の明確化とそれを共有することの必要性

を訴えており、本邦でも、沿おうした動きが

みられるようになってきた。 

 
２．研究の目的 
近年感情に関する研究が非常に盛んになっ

てきた。申請者はこれまで『感情心理学』を

主要研究テーマとしてきた。この中で、研究

者間で使用されている感情語は果たして同じ

内容を表しているのであろうか、という根本

的な疑問を抱くに至った。例えば、”happy”

は“幸福”それとも”喜び”、またはその他なのだ

ろうか。多くの研究者はどのように訳すのか。

また、”fear”を使うときの状況は日本と欧米で、

あるいは他の国、地域でも同じなのであろう

か。こうした問題意識の下、感情語はどのよ

うに翻訳され、英訳されているのかといった

研究者間で使用されている“感情語”の共通性

を調査する必要性を実感した。そこで、どの

ような感情語があるのか、またそれはどのよ

うな場面で使用されているのかについての調

査を通して、ある一つの場面に最も適した感

情語を調査する。この研究は同時に外国の研

究者たちにも行い、日本語と英語で共通した

場面でどの単語とその単語が一致するのかを

同定する。こうした研究に基づき、ゆくゆく

は感情語辞典の作成を模索する。 
３．研究の方法 
 研究は、それぞれの感情語がどのような場

面でどのような形で使われているかを検討し、

その対応集を作ることを主たる目的として行

うものである。そこで、まず、一般的にどの



ような感情語が使用されているかを探ること

を目的として、全国調査を行った。調査では

全国を11に分け、中学生から70歳までなるべ

く当分に、感情語として思いつくもの、ポジ

ティブな感情語、ネガティブな感情語、中世

の感情語、そしてオノマトペを思いつくまま

最大20あげさせた。上記調査で得られた感情

語について、どのような場面、情況で使用さ

れるかに関する調査を行った。予定では、こ

の調査の結果に基づき、各感情語とその感情

語が使用される状況に関する質問紙を作成し、

提示した各状況に対して本邦の感情心理学を

専門とする研究者は、どのような感情語を当

てるかを調査する。次に使用場面を翻訳し、

ISRE（International Society of Research on 

Emotion）の会員にネット調査を行い、ISRE

の研究者は同じ場面にどのような感情語を充

てるかを調査する。本邦の研究者の結果と

ISREの会員の結果を比較することで、同じ場

面において、どの日本語とどの英語が対応す

るかを同定する。この手続きを行うことで日

本語と英語の感情語が同義になるものと期待

される。 

 
４．研究成果 
 平成 25 年度に行った感情を表している

と思われる語（感情語）を思いつくまま、最

大 20 個まで応えるように教示した全国調査

の結果、17 歳から 60 歳の 937 人から、感情

語全般（2,255 語），ポジティブ感情語（1,131

語），ネガティブ感情語（1,041 語），中性感

情語（23 語），オノマトペ（422 語）が得ら

れた。これらの感情を表すとされた語を 20

人の心理学を学ぶ大学院生に感情語と考え

られるかどうかの評価を求めた。その結果、

3 回以上出現し、83％以上が％感情語とした

ものを選択し，同義語と思われるものをまと

め 46 の感情語を選出した。しかしながら、

嫌悪、愉しい、恨みの 3 語は 9％の評価者が

感情として取り上げていたため、感情語とし

て入れることとし、計 49 語を感情語とし手

選択した。その結果，ポジティヴな感情語が

11 語（22 .4%）,ネガティブな感情語が 35 語

（71.4 %）,その他 3 語（6.1%）であり，従

来主張されてきたネガティブとポジティブ

な感情語の割合を指示するものとなった。こ

の感情語の割合はこの結果が信頼できるも

のであることが伺われる。感情語がどれくら

いあるかの定説はないが、1970 年代の研究

では 550 語があげられている。最もこの研究

には、喜怒哀楽という言葉や、品詞の違いが

区別されていないため、もう少し少ないと思

われるが、実際に一般人が感情語と思ってい

る言葉は非常に少ない可能性があることが

明らかになった。次にこれらの感情語がどの

ような状況で使われるかという調査を行っ

た。この調査をするにあたって、上述した 49

の単語に 23 の単語を加え、68 感情語を設定

した。加えた感情語は、先の調査で 80％以上

の評価者によって感情語と評価されてはい

るが、出現回数が 2 回以下であった単語であ

る。内訳はポジティブ感情語 6、ネガティブ

感情語 12、中性感情語 1 であった。調査は、

68 の感情語を 17 語ずつの 4 郡に分け、地域

を 6 地区、年齢を 40 歳以上、以下の 2 つに

分けて行われた。その結果、延べ 861 人から

の 14,688 の回答が得られた。得られたデー

タについて、現在 KJ 法によって分類作業を

行っている。まだ結果を報告する段階に至っ

ていないが、同じ様に分類され、一つの感情

とされてきた感情が、感情語から見ると 2 つ

以上存在し、使用される状況なども異なるこ

とが示されている。このことは、怒りには hot 

angerと cold angerが存在することが明らか

になっているのと同様、そしてごく最近、報

告者らが悲しみで報告したように、多くの感

情には 2つ以上のサブタイプが存在するので

はないかという報告者の考えが支持される

ものと思われる。これらの各感情語の使用場

面の分析が終わり次第、各感情語の使用場面



を提示し、内外の感情研究者にその場面に適

切な感情語を応えてもらい、両者の対応関係

を見ることで、国の内外における感情語の統

一を目指すことを考えている。 
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